
当署管内において、昨年、建設工事追い込み期（10月から12月）に４名の方が亡
くなる重大災害が発生しました。
そのうちの１件は墜落災害で、吊り足場上から約７メートル墜落したものでした。
毎年、この建設工事追い込み期には、工期や季節的要因から労働災害が多く発生す

る傾向があります。
建設業における３大災害のひとつである墜落災害については、ひとたび発生すると

大きな災害に発展するものですが、先月（令和２年９月）には、３件の墜落・転落災
害が発生し、うち２件が建設業において発生しています。
建設業の皆様におかれましては、労使一体となり、いま一度、基本動作の確認・墜

落防止設備の点検を実施していただき、災害防止に努めていただくようお願い致しま
す。

災害事例１

災害発生状況

屋根上での作業中に、
木毛板に足をかけたと
ころ、板が抜け落ち、
高さ約3.5メートル下の
土間に墜落した。

原因と対策

開口部において、墜落
制止用器具を使用して
いなかったこと。

高さが２メートル以上
の箇所で作業する場合
には、墜落制止用器具
を使用しましょう
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災害事例２
災害発生状況

屋根の下手部分から上
手部分に向かって塗装
作業を行っていたとこ
ろ、塗装した部分に足
を乗せてしまい、滑っ
て転倒、高さ約３.３
メートル下に墜落した。

原因と対策

足場の設置や墜落制止
用器具を使用していな
かったこと。

足場の設置や墜落制止
用器具を使用しましょ
う
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滝川労働基準監督署では、あんぜん
プロジェクトへの参加登録を勧奨して
います。
手続きは、とっても簡単︕︕
詳しくは、当署安全衛生課まで︕
お気軽にお声がけください。


